
 

 

 

 

 

 

5. テクニカル／ノンテクニカルノート 
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6. MoE／GoSS 環境許可書 
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7. 事業事前計画表(概略設計時) 
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１．案件名 

スーダン国ジュバ河川港拡充計画 

２．要請の背景（協力の必要性・位置付け） 

スーダン共和国（以下「ス」国）は、約 250 万㎢の面積を有するアフリカ大陸最大の国であ

り、東北部を紅海と接し、北部にサハラ砂漠、南部に熱帯雨林地帯、その中間には山岳地帯を

含むサバンナ地帯と変化に富んだ地形・気候を有し、推計人口 4,135 万人（世銀、2008）のう

ち、約 43％が都市部に、残りが農村部に居住している。 

ジュバ市は、内戦中、北部スーダン政府が管轄する要塞都市であったが、2005 年 7 月に南部

政府の管轄下に移管され、同年 9 月には暫定首都とされていたルンベックから遷都され、南部

スーダンの首都機能を担っており、同市の最新の推計人口は約 40 万人、首都機能の集積及び帰

還難民の流入によって人口は増加傾向が継続しており、2025 年には 100 万人規模まで増加する

ものと予測されている。 

過去 30 年間に及ぶ内戦の結果、人々の生活の基盤となるジュバの都市インフラは荒廃・老朽

化するなど、復興に向けた社会経済活動のボトルネックとなっているため、給水施設、道路な

どの基礎インフラの整備が緊急の課題になっており、同時に帰還難民の定着を促進するために、

基礎的社会サービスの迅速な整備・拡充が求められている。 

このような状況に対し、2015 年を目標にしたジュバ市の開発計画策定、コミュニティ給水施

設を整備するため、JICA は 2006 年 1 月から「ジュバ市内・近郊地域緊急生活基盤整備計画調査」

を実施し、同調査により「ス」国の南北間交通で重要な役割を果たしているジュバ河川港（暫

定港）について、パイロット事業として、桟橋（一艘分／35m）、荷役ヤード、クレーン、係留

設備、倉庫、アクセス道路を整備するとともに、2008 年 8 月から開始された同フォローアップ

協力により、荷役用資機材の供与、桟橋の補修、港湾管理事務所及び附帯施設を整備し、港湾

管理能力向上に係る支援を行った。 

その後、復興が進むにつれて同港の取り扱い貨物量は急速に回復し、2006 年に月間約 3,000

㌧であったものが 2008 年には約 7,000 ㌧ヘと増加している。現在、ジュバ河川港では上記パイ

ロット事業にて整備された施設とその周辺の自然堤防への接岸によって増加貨物に対応してい

る。しかしながら自然堤防への接岸は、荷役作業時の安全上問題が多く、荷役作業自体が非効

率な状況となっている。 

３．プロジェクト全体計画概要 

（１）プロジェクト全体計画の目標 

未整備状態である河川港を拡充・整備するとともに、荷役機械を導入することにより、南部

スーダン首都圏での内陸水運取扱貨物量の増大並びに荷捌安全性の確保を目標とする。 

・裨益対象の範囲及び規模：ジュバ市民及び中央エクアトリア州民約 110 万人 

（２）プロジェクト全体計画の成果 

・ナイル河沿いの河川港を持つ各都市の経済発展を促進させる。 

・スーダン南部地域へのアクセス改善を通じて、投資・開発を促進させる。 

（３）プロジェクト全体計画の主要活動 

・港湾施設（桟橋・荷役ヤード・維持管理建物）を整備する 

・荷役用機材を整備する 

（４）投入 

・日本側：「（施工・調達業者契約認証まで非公開）」 

・南部スーダン政府側：（ア）必要な人員：維持管理要員：36 名 

          （イ）施設の運営維持管理に係る経費：1,000 千 SDG／年 

（５）実施体制 

・主管官庁：南部スーダン政府運輸道路省（MOTR/GOSS） 

・実施機関：中央エクアトリア州政府都市インフラ省（MOPI/CES） 
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４．無償資金協力案件の内容 

（１）サイト 

・南部スーダン 中央エクアトリア州ジュバ市コニョコニョ地区 

（２）概要 

・ジュバ河川港の整備（桟橋・荷役ヤード・維持管理建物・荷役用機材） 

（３）相手国負担事項 

① プロジェクト用地確保、一時占有者移転 

② ライフライン（ユーティリティ）の接続 

（４）概算事業費 

「（施工・調達業者契約認証まで非公開）」 

（５）工期 

・詳細設計・入札期間を含め約 25 ヶ月(予定) 

（６）貧困、ジェンダー、環境および社会面の配慮 

・港湾用地内で営業中の一時占有事業者の移転もしくは収容計画との調整 

５．外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標達成に関して） 

南北分離独立問題、Mangala 港整備計画の進捗 

６．過去の類似案件からの教訓の活用 

アフリカ地域における平和構築・復興支援事業、マルチモーダル・クロスボーダー施設 

７．プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

（１）プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

歴年 2010 2012 2016 2024 

指標 1.00 1.18 1.89 2.99 

日換算 

取扱貨物量 

（㌧／日） 300 360 600 900 

（バージ／日） 1.0 1.2 2 3 

（フリート／日） 0.25 0.30 0.50 0.75 

週換算 

取扱貨物量 

（㌧／週） 1,800 2,160 3,600 5,400 

（バージ／週） 6.0 7.2 12.0 18.0 

（フリート／週） 1.5 1.8 3.0 4.5 

月換算 

取扱貨物量 

（㌧／月） 7,200 8,640 14,400 21,600 

（バージ／月） 24 29 48 72 

（フリート／月） 6.0 7.2 12.0 18.0 

年換算 

取扱貨物量 

（㌧／年） 86,400 103,680 172,800 259,200 

（バージ／年） 288 345.6 576 864 

（フリート／年） 72.0  86.4  144.0  216.0  

（２）その他の成果指標 

・特になし（技プロによる成果指標とリンク要） 

（３）評価のタイミング 

・2014 年（施設供用開始後 2年、短期整備目標年次中間年） 
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収 集 資 料 リ ス ト  
 

調 査 名: スーダン国 ジュバ河川港拡充計画準備調査 
 

番号 資 料 の 名 称  
形 態 

図書・ビデオ 
地図・写真等 

オリジナル・コピー 発行機関  発行年 

1 T ran spo rt Sec tor  Po lic y  図書 コピー GOSS 2007 

2 S uda n N ati ona l T ran spo rt Mas ter  Pl an 図書 コピー GONU 2009 

3 
L aw o f So ut her n Su da n, E nvi ro nme nta l P rot ect ion Bill 

( Dra ft) 
図書 コピー GOSS 2010 

4 L aw of Sou the rn Sud an,  Th e L and  Ac t 図書 コピー GOSS 2009 

5 
L aw of Sout her n S uda n, Wil d Co nse rva tio n a nd Nati ona l  

P ark s A ct 
図書 コピー MOTR, GOSS 2003 

6 
E nvi ron men t Gu ide li ne f or th e Di rec to rat e of R ive r 

T ran spo rt 
データ オリジナル MOTR, GOSS 2007 

7 
P rel imi nar y E nvi ron men tal  an d S oci al Ass ess men t 
F ram ewo rk f or M DTF I nve stm ent Sot her n S uda n (Dr aft )

図書 コピー Multi Donor Trust Fund 2008 

8 S tat ist ica l Y ear boo k f or Sou the rn Sud an 200 9 図書 オリジナル 

Sout her n S uda n 

C ent er for  Ce nsu s 

S tat ist ics  an d 

E val uat ion 

2010 

9 
R ive r C arg o T ran spo rta tio n A sse ssm ent , W hit e N ile  
R ive r 

図書 コピー UNJLC 2009 
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